
２０１９年度 大分市立東陽中学校 部活動規約 
 

 

１．目 的 

（１）人間形成を第一の目標ととらえ、教育活動の一環としての活動を行う。 

（２）余暇の充実と、心身ともに健全な生徒の育成を図る。特に以下の４点に重点を置

いた活動を行う。 

  ①授業では学べない体験の中から、たくましい心と身体を育てる。 

  ②「部」という集団活動を通して、社会性を身につける。 

  ③自分で判断し、正しく行動する態度を身につける。 

  ④基礎を身につけ専門的技能を高める。 

   

２．構 成 

（１）顧問担当教師 

  ①学校長より委嘱を受けた本校職員で担当する。 

  ②平素の活動及び中体連主催の対外試合・大会等での引率・指導を行う。 

  ③社会体育として認められた部についての中体連主催の大会における引率責任は、 

顧問教師が行う。 

（２）外部コーチ 

  ①学校長の承認を得て、地域の方を外部コーチとして指導に加わっていただく場合

がある。 

（３）生徒 

  ①本人の希望により保護者の承認を得て加入（入部）・退部・転部の手続きをし、

学級担任に届ける。尚、半期契約とする。 

  ②入部は「部活動規約」を厳守することを前提とする。尚、活動の妨げとなる言動

のある生徒並びに保護者については、顧問教師がこれを退部させることができる。 

（４）保護者会 

  ①加入生徒の保護者で構成し、実情に応じて顧問教師を交え、運営について協議、 

協力する会であるが、運営事項に関しての決定権は顧問教師であることを理解 

する。 

  ②保護者会は、顧問教師が必ずしも専門的な技能を持っているとは限らないという

ことを理解し、過剰な要求はしないこと。 

 

３．活 動 

（１）活動時間 

   夏季（3～10月）は１８：４５、冬季（11～2月）は１７：４５に下校。 

   ※大会前は若干遅くなることも予想されるので、その場合は保護者に連絡する。 

（２）活動については、原則として校内の施設を使用する。 

（３）長期休業中の練習計画は別途指示する。 

（４）顧問教師不在の場合は活動しないことが原則とするが、他の教師に依頼してでき

る場合は、安全面に留意して実施できる。 

（５）定期考査１週間前は休みとする。ただし、実情に応じて検討する。 

（６）休日の自転車使用は許可するが、必ずヘルメットを着用し交通安全に留意する。 



４．経 費 

（１）各部の運営に関する経費は加入生徒の保護者負担とする。 

（２）部活動費は、半期ずつの徴収で各 4,000円とする。（但し美術部は 1,000円） 

（３）各部で別途徴収する場合は、保護者と顧問で協議し周知徹底させる。 

（４）経費は単年度決算とし、部活動ＰＴＡで報告する。 

 

５．傷害・事故について 

（１）練習・試合等の正規の活動内での障害・事故については、日本スポーツ振興セン

ターを適用し処理する。 

（２）スポーツ競技の場合、ケガ・事故等不測の事態がありうる事を認識した上で入部

すること。 

 

入部可能部活動及び顧問教師名 

 

部活動 顧問教師 

軟式野球 笠置一隆・塩月陽 

サッカー 大久保翔平・大石和代 

ソフトテニス（男女） 後藤健司・河野恵美・宮崎彩 

ハンドボール（男女） 堀川智宏・菊本行徳・野中高美 

バスケットボール（男女） 中島優・後藤栄二 

バレーボール（女） 野田千秋・岸田由佳 

卓球（男女） 大石憲一郎・川谷宗久・中川宗久 

剣道（男女） 本田裕樹 

美術（男女） 藤澤祐司・都築真由美 

音楽（男女） 草津小百合・鶴岡啓子 

 

新体操 伊東ひろ子 

※新体操は、社会体育での活動なので募集はしない。 


